
１．事業の概要

事業経緯 進捗状況
年 度 主 な 経 緯

Ｈ３０ 調査観測

R１ 測量設計着手

R２
用地買収着手

集水井Ａ－Ｎｏ．１完成

R３

集水井Ａ－Ｎｏ．２完成

横ボーリング工

Ａ－１完成

R４ 水路工Ａ４ブロック完成

全体計画
前年度までの進捗状況
(進捗率)

事 業 費 ４８０百万円 ４１５百万円(８６．５％)

用 地 買 収 ２，１４７ｍ2 ２，０２７ｍ2(９４．４％)

集 水 井 工 ２基 ２基（１００％）

横ボーリング工 ２，８４５ｍ ５０本 ６００ｍ １０本（２１．１％）

水 路 工 ７４３．４ｍ ４８１．２ｍ（６４．７％）

第１号議案
事業間連携砂防等事業（地すべり）

中関地区 安中市

着手年度

評価理由

平成３０年度

国の規定

様式６－１

県土整備プランの位置づけ：
政策１：災害レジリエンスNo.1の実現
施策３：防災インフラの整備（中長期レジリエンス戦略）

事 業 場 所 安中市西上秋間（あんなかしにしかみあきま）

区 分 事業採択時 今回

全 体 事 業 費 ３４４百万円 ４８０百万円

全 体 事 業 費 増 減 の 理 由 － 活動範囲の拡大による対策費増

事 業 期 間 Ｈ３０ ～ Ｒ５ Ｈ３０～ Ｒ７

事 業 内 容

集水井工 ７基

横ボーリング工 ８００ｍ １６本

水路工 １，０４７ｍ

集水井工 ２基

横ボーリング工 ２,８４５ｍ ５０本

水路工 ７４３.４ｍ

• 安中市の一級河川秋間川の右岸に位置する本地区は、
昭和３５年度に地すべり防止区域に指定されており、また
平成３０年度及び令和２年度に現地踏査により地すべり
活動が確認され、地すべり災害の発生リスクが高まって
いる地区である。

• そのため本事業は、地すべり防止区域内の人家１２戸や
市道を守り、また、一級河川秋間川の河道閉塞を防止す
るため、地すべり対策工事を実施するものである。

なかぜき あんなか

地すべり
ブロック

←(一)秋間川

市道
滑落崖

２．進捗状況

事業箇所

追加範囲



W

W C

物置

建屋

物置

Co

C oW
W

W
W

W

アンテナ

物置

看板

看板

Co

宅地

宅地

SHIMAZAKI

鈴木

溝口

物置

物
置

物置

物置

WC

物置

36 7

物置

宅地

宅地

物置

物置

物置

物置
物置

物置

浄化槽

G

G

G

G

物置

As

A s

As

As

Co

Co

G

Co

Co

C o

Co

C o

C o

Co

C o

A s

As

Co

0. 40O

0 .
5 2

O

0 .7 5U

0 . 46

U

0 .3
3

O

0.
3 3

O

0
.7
4

O

0. 52O

Co

C o

G

G

G

0.
21

U

0
. 2

5
U

0 . 2
1

U

Co

C o

C o

Co

G

0.
74

O

0. 52

O

0.
25

U

0.40
U

0
. 38

U

0
.3 8

U

0 .33
U

0.
3 3

U

0.77

U

0.6 2O

0.7 0

O

0.5 1

U

0.70

O

0.55
L

G

G

G

G

G

アスカーブ

フトンカゴ

Co

0
.5

2
U

0
. 3

6
U

0 .3 6U

0.36
U

補修済み

木
橋

木
橋

木橋

土
留

め

W

0
. 5

5
O

土 留 め

土 留 め

0. 25U

0.35

U

W

W

コルゲート

コ
ル
ゲ
ー
ト

土 留 め

土 留 め

2018-301

2018-303

2018-304

4T1-2

4T1-1

4T1-3

4T1-4

4T1-5

4T1-6

4T15-5

4T5-1

4T1-7

4T1-8

4T1-9

4T1-10

4T2-1

4T2-2

4T2-3

4T2-4

4T7-1

4T2-5

4T8-1

4T2-6

4T2-7

4T2-8

4T8-6

4T2-9

4T9-1

4T2-10

4T16-1

4T2-11

H=355.69

4T6-1

4T5-8

4T2-13

4T2-14

4T6-2

4T9-5

4T9-4

4T9-6

4T3-2

4T3-1

4T3-3

4T3-4

4T3-5

4T13-1

4T3-6

4T3-7

4T3-8

4T3-9

4T3-10

4T3-11

4T3-12

4T3-13

4T4-1

4T14-7

4T4-2

4T4-3

4T4-4

4T15-2

4T15-1

4T15-3

4T15-4

4T5-2

4T11-1

4T5-3

4T5-4

4T12-3

4T5-5

4T5-6

4T10-1

4T5-7

4T11-9

4T9-2

4T9-3

4T10-2

4T8-2

4T8-3

4T8-4

4T8-5

4T16-2

4T16-3

4T16-4

4T16-8

4T16-9

4T16-10

4T13-2

4T13-3

4T13-4

4T11-4

4T11-3

4T11-5

4T12-1

4T12-2

4T11-2

4T14-1

4T11-6

4T11-7

4T11-8

4T14-2

4T14-3

4T14-4

4T14-5

4T14-6

4T19-1

4T19-2

4T19-3

4T19-4
H=339.87

4T19-6
4T19-7

4T19-8

4T19-9

4T19-10

4T19-11

4T19-12

4T19-13

4T19-14

4T19-15

4T19-16

4T19-18

4T19-19

4T19-20

4T

4T17-3

4T17-4

4T17-5

4T17-6

4T17-7

4T18-1

4T18-2
4T18-3

4T18-4

4T18-5

4T20-7

4T18-6

4T18-7

4T21-1

4T21-2

4T21-3

4T20-1

4T20-2

4T20-3

4T20-4

4T20-5

4T20-6

0. 53O

0. 62
O

0.52

O

A s

As

ア
スカ

ー
ブ

ア
ス
カ
ー
ブ

0.3
2

U

パ
イ
プ

物置

ＷＣ

物置

物置

物置

Co

Co

C o

看板
中関橋

看板

看板

看板

G

G

G

無名橋

パ
イ

プ

土
が
溜

ま
っ

て
い
る

コ

コ

ココ

コ

コ

コ

コ

コ

コ

コ

プ

木

(P.1)

プ

木

プ

木

(P.3)

木

(TP5)

木

(TP3)

木

(P4-1)

(B-BV-2)

木

プ

プ

(T5)

(TP4)

BS-1

木

(BTP7)

木

(T5-1)

コ

プ

コ

コ

コ

コ

コ

コ

コ

コ

プ

コ

コ

プ

プ

コ

コ

コ

P

プ

プ

(無名コンクリート柱)

(地すべり防止区域)

(地すべり防止区域)

(無名コンクリート柱)

プ

木

木

(AT-5)

プ

AS-2

プ
木

(A-BV-2)

プ

プ

(T.3)

プ

プ

(T6)

(地すべり防止区域)

(地すべり防止区域)

看板

看板

プ

プ

土
留

看 板

プ

(地すべり防止区域)

プ

プ

(地すべり防止区域)

BS-2

木

(T5-2)
木

(BTP6)

木

(AKP2-18)
木

(AKP2-15)

木

AS-1

プ

(T1)

木

コ

G

コ

コ

プ

木

(Ｔ1-1)

プ

伸縮計

伸縮計

計器

配線ケーブル

計器

配線ケーブル

計器

配線ケーブル

計器
配線ケーブル

伸縮計

伸縮計

プ

H=296.14

H=298.98

H=305.34

H=308.51

H=311.44

H=319.10

H=322.13

H=327.75

H=334.87

H=345.33

H=348.64

H=350.97

H=353.15

H=353.47

H=355.23

H=359.28

H=368.21

H=368.82

H=364.86

H=360.17

H=355.52

4T2-12

H=357.86

H=361.17

H=358.85

H=358.85

H=353.93

H=349.77

H=346.60

H=344.80

H=343.37

H=339.56

H=333.17

H=325.12

H=314.77

H=309.78

H=300.02

H=289.96

H=291.53

H=288.39

H=294.70

H=297.34

H=299.44

H=320.67

H=321.00

H=328.06

H=334.79

H=339.56

H=342.77

H=346.18

H=352.85

H=349.90

H=349.23

H=347.96

H=358.99

H=367.63

H=373.87

H=382.34

H=376.57

H=370.33

H=360.91

H=358.29

H=356.91 H=354.09

H=349.56

H=345.33

H=339.57

H=340.93

H=340.10

H=326.93

H=331.21 H=336.17

H=342.07

H=338.83

H=342.15

H=346.99

H=350.79

H=351.29

H=344.52

H=337.24

H=334.39

H=344.61H=338.62

H=335.48

H=336.30

H=334.21

H=323.43

H=314.96

H=313.43

H=304.64

H=298.60 H=294.09

H=305.86

H=309.46

H=313.93

H=316.83

H=318.49

H=369.87

H=379.30

H=376.33

H=343.30

H=348.05

H=349.47

H=

H=292.33

H=293.55

H=294.22

H=294.98

H=295.72

H=311.49

H=314.49
H=318.71

H=321.83

H=330.85

H=334.48

H=337.37

H=315.96

H=323.92

H=318.02

H=329.13

4T19-5

H=355.26
H=367.90

H=378.49

H=380.03

H=361.74

H=350.34

H=345.83

H=349.19

H=363.02

H=375.82

H=385.94

H=382.85

H=382.53

H=381.97

H=347.57

H=352.39

H=356.82

H=350.83

H=348.84

H=340.50

H=334.09

H=371.69

H=367.09

H=360.23

30
0

295

30
53

1
0

305

310

31
5

31
5

3
20

32
533

0

335
34
0

34
5

35
0

3
55

3 6
0

36
5

37
0

375

380

38
5

380

375

370

365

360

355

350

34
5

3
05

3
1
0

3
1
5

32
0

325

330

3
25

3
3
0

3 3
5

34
0

33
5

340

345

350

35
5

36
0

36
5

37
0

3 7
53 8

0

38
5

3
7
0 3 6
5

3
6
0 3 5

5

35
0

3
5
0

3
45

34
0

33
5

33
0

32
5

32
0

31
5

38
0

3
75

3
7
0

3
6
5 3
60

38
0

37
5

3
3
0

3
65

3
60

3
55

35
0

3
5 0

35
5

3
45

340

340

33
5

33
0

32
5

3
2 0

31
5

31
0

3
05

30
0

3
2
0

315

31
0 30

5

360

355

350

355

350

345

340

33
5

3 4
0

3
3
0

330

325

335

340

345

350

340

335

335

330

325

320

315

345

340

33
5

330

325

320

315

310

30
5

30
0

315

31
0

29
5

29
0

300

305
310

315

32
0

32
5

32
5

32
0

31
5

33
0

3
3
5

34
0

34
5

35
0

330

32
5

32
0

315

31
0

305

30
0

355

360 36
0

355

350

34
5

34
0

335

330

325

32
0

315

310

315

305

30
5

30
0

2
9
5

360

355

350

345

355

350

36
5

36
0

37
0

375

38
0

3 7
5

3
7 0

3
6
5

3
60

5

35
0

35
5

36
0

36
5

37
0

330

335

34
0

34
5

35
0

35
5

3 2
5

3
20

330

3
35

3
4
0

3
4
53
50

秋
間

川

至 上後閑

至 秋間川

至
倉渕

(AKP2-22)

木

(TP2)

グラウンド

標柱－１

標柱－２

標柱－３

標柱－４

標柱－８

標柱－７

標柱－６

標柱－５

横ボーリング A-1

横ボーリング A-2

5020,86

13097 ,36

B-2ブロック
A-1ブロック

A-2ブロック

A-3ブロック

A-4ブロック

A-5ブロック

(無名コンクリート柱)

(地すべり防止区域)

(地すべり防止区域)

(無名コンクリート柱)

横ボーリング A-4

横ボーリング A-3

B-BV-1(18m)

A-BV-9(15m)

B-BV-4(11m)

A-BV-8(15m)

A-BV-10(14m)

A-BV-7(24m)

A-BV-6(8m)

A-BV-5(9m)

A-BV-4(18m)

A-BV-11(12m)

A-BV-12(17m)

A-BV-1(11m)

B-BV-2

B-BV-3

A-BV-3

A-BV-2

A-BV-13(16m)

A1
測
線

A2
測
線

A3
測
線

A-6ブロック
B-1ブロック

２．進捗状況（図面・写真等）

気候変動の影響等により、５０ｍｍ／ｈ以上の非常に激しい降雨の発生回数が増えて
おり、災害の頻発化、同時多発化が懸念されているため、事業の必要性に変わりは
ない。
また、本地すべりブロック内では、事業着手後の令和２年度にも新たに地すべり活動
が確認されており、本地区における事業の必要性はさらに高まっている。

横ボーリング工Ａ－１

集水井工Ａ－Ｎｏ．２

水路工（Ａ４ブロック）

集水井工Ａ－Ｎｏ．２ 集水井工Ａ－Ｎｏ．１

横ボーリング工Ａ－１

水路工Ａ４ブロック

水路工Ｂブロック

水路工 ６２．２ｍ
横ボーリング工
５７０ｍ、１０本

水路工 ２００ｍ
横ボーリング工
１，６７５ｍ、３０本

記号凡例

集水井工

横ボーリング工

水路工

３．事業の目的・必要性に変化はあるのか？

気候変動による異常気象

出典：気象庁
（大雨や猛暑日など(極端現象)のこれまでの変化）

全国｢アメダス｣ 1時間降水量50mm以上の年間発生回数

286回
(1976年)

382回
(2022年)

アメダス観測値を1,300地点に換算した値

着色凡例

令和４年度以前施工

令和５年度施工

令和６年度以降施工

（回）

（年）

対策追加範囲

地すべりブロック

地すべり
頭部

地すべり
末端部

地すべり
頭部

地すべり
末端部

地すべり面

集水井

水路
横ボーリング

移動土塊（斜線部）

地すべり対策工横断図



４．どのような事業効果が見込めるか？

地すべり対策工事として、集水井工、横ボーリング工、水路工等を整備することで、地
すべり災害の発生及びそれに伴う一級河川秋間川の河道閉塞を防ぎ、人家の倒壊、
浸水、市道の寸断等のリスクの軽減を図る。

事 業 採 択 時 今 回 再 評 価 時 備 考 便 益 説 明

算 出 根 拠 マ ニ ュ ア ル

地すべり対策事業の費用便
益分析マニュアル（案）

（平成２４年３月）

地すべり対策事業の費用便益分
析マニュアル（案）

（令和３年１月）

基 準 年 平成３０年 令和４年

区 分 項 目 現 在 価 値 構 成 比 現 在 価 値 構 成 比

費 用

( 千 円 )

工 事 費 ３２１，９４６ ９７．８％ ４９５，２７２ ９８．５％

維 持 管 理 費 ７，３４５ ２．２％ ７，６３９ １．５％

費 用 合 計 ( C ) ３２９，２９１ ５０２，９１１

便 益

( 千 円 )

人 身 被 害 軽 減 ８２２，２０６ ７１．９％ ６８５，２７３ ６８．３％
人命を保護する効果

人家１２戸

一 般 資 産

被 害 軽 減
１９０，８６５ １６．７％ １８３，３０５ １８．３％

家屋・家庭用品等に係る

被害を軽減する効果

人家１２戸

公 共 土 木 施 設

被 害 軽 減
１１７，１３２ １０．３％ １１３，４５５ １１．３％

公共土木施設に係る被害を

軽減する効果

一級河川７００ｍ、道路５６２ｍ

応 急 対 策

費 用 軽 減
１２，８７４ １．１％ ２０，７９２ ２．１％

土砂等の清掃・家屋の修理や、
土砂や流木の撤去費用などの応
急対策

便 益 合 計 ( B ) １，１４３，０７７ １，００２，８２５

費 用 対 効 果 分 析 ( B / C ) ３．４７ １．９９

費用便益分析

土塊移動方向

地すべりブロック

現状（滑落崖）

施工済みの集水井工

保全対象（人家、秋間川、市道）

人家

市道

人家

←秋間川

人家



【事業採択時の計画（事業費）を変更する理由】

当初、平成３０年度に地すべり活動が確認された範囲について、対策工事の実施及
び継続的な現地調査を行っていたところ、令和２年４月に新たに滑落崖や土塊の押し
出しが確認された。これにより調査を進めたところ、降雨に伴う地すべり活動が確認さ
れたため、対策範囲を追加する必要が生じ、事業費及び事業期間が増加した。

当初計画の範囲において、集水井工の施工箇所については、地質調査により軟弱地
盤であることが判明したことから、軟弱地盤対策として薬液注入による地盤改良を
行っており、事業費が増加している。なお、詳細な調査観測により移動土塊の深度が
比較的浅層であることが判明したため、一部の集水井工を横ボーリング工に変更す
るなど、増額を最小限にしている。

【今回の変更計画の妥当性】

対策を追加した範囲は、新たに地すべり活動が確認されたことから、保全対象を地す
べり災害から保護するためには計画を変更する必要があり、計画の変更は妥当であ
る。
地すべり対策の有効な対策としては、構造物の抵抗力により地すべり運動を停止さ
せる抑止工、地形や地下水の条件などを変化させることにより地すべり運動を停止ま
たは緩和させる抑制工が挙げられる。追加範囲では、観測結果等から検討した結果、
安価な工法である抑制工による対策を計画しており、経済性の観点からも妥当と考え
ている。
当初計画の範囲については、軟弱地盤であるため薬液注入による地盤改良を実施し
なければ集水井工が施工できず、地下水排除が行えないため、計画の変更は妥当で
ある。

【事業費の縮減に向けた取り組み】

既存施設の有効活用

→新たに地すべりの活動が確認された
範囲の一部には治山事業による水路
が整備されていることから、その施設
へ水路を接続することで水路の整備
延長を低減し、コスト縮減を図っている。

５．事業手法やコストは妥当か？

工法選定に際して地形改変が少ない抑制工を選択し環境に配慮するとともに、水路
工合流部の止水壁面（コンクリート面）に石を張り、景観との調和を図っている。

対策追加範囲
治山事業に
よる水路

６．事業実施にあたり、配慮した事項はあるか？

令和２年４月に新たに発生した滑落崖



７．事業が長期間要している理由と今後の見通しは？

８．事業の対応方針は？

令和２年度に新たに地すべり活動が確認され、対策を追加した範囲について、調査・
対策工の検討及び設計に不測の期間を要している。

追加範囲の工事については設計完了後の令和４年度下期から着手しており、残工事
の施工については約３年を要する見込みであることから、令和７年度の完了予定であ
る。

事業継続 ・ 事業中止

変更なし ・ 事業計画の変更 ・ スケジュールの変更

本事業は、中関地すべり防止区域内において平成３０年度及び令和２年度に確認さ
れた地すべり活動による道路や畑の崩落や一級河川秋間川の河道閉塞に伴う河川
氾濫等の災害リスクを軽減するため、集水井工や横ボーリング工、水路工等の地す
べり対策工事を実施するものであり、現在８６．５％まで進捗している。

中関地すべり防止区域付近には、人家１２戸のほか、地域の主要な生活道路である
安中市道も通っており、地すべりが進行すれば地域住民の生活に多大な影響を与え
るため、早急な対策が必要である。

近年、全国的に局地的大雨が増加傾向にあり、地下水位の上昇による地すべり発生
のリスクも高まっている中で、本事業は地域住民の命と暮らしを守るという観点から、
事業の必要性、重要性は高く、早期の効果発現を図ることが適切であり、事業継続が
妥当である。

９．市町村意見

市町村 再評価における意見

安中市
西上秋間字中関地区は地すべり防止区域であり、安全度の向
上を図る必要があることから、引き続き早期整備に向けて事業
を進めていただきたい。



１．計画の概要及び事業費

２．当初計画（事業費）を変更する理由

３．今回の変更計画の妥当性

４．事業費の縮減に向けた取組

（１）当初計画

事業概要
集水井工 ７基、水路工 １，０４７ｍ
横ボーリング工 ８００ｍ １６本

①既存施設の有効活用

• 新たに地すべりの活動が確認された範囲の一部には、治山事業による水路が整備さ
れていることから、その施設へ水路を接続することで水路の整備延長を低減し、コスト
縮減を図っている。

• 対策を追加した範囲も、すでに地すべり活動が確認されていることから、保全対象を地すべり災害から保護するためには計画を変更する必要があり、計画の変更は妥当である。

• 地すべり対策の有効な対策としては、構造物の抵抗力により地すべり運動を停止させる抑止工、地形や地下水の条件などを変化させることにより地すべり運動を停止または緩和さ
せる抑制工が挙げられる。追加範囲では、観測結果等から検討した結果、安価な工法である抑制工による対策を計画しており、経済性の観点からも妥当と考えている。

①本工事費（＋０．８９億円）

• 令和２年４月に新たに滑落崖や土塊の押し出しが確認された。このため、調査・測量・設計を行い、追加範囲において横ボーリング工と水路工を増工したことにより費用が増額となっ
た。

• 当初計画範囲において、集水井工の施工箇所については、地質調査により軟弱地盤であることが判明したことから、軟弱地盤対策として薬液注入による地盤改良を行っており、事
業費が増加している。なお、詳細な調査観測により移動土塊の深度が比較的浅層であることが判明したため、一部の集水井を横ボーリング工に変更するなど、増額を最小限にして
いる。

• また、近年の資機材及び労務費の高騰の影響も増額の一因となっている。

②測量試験費、その他（＋０．４７億円）

• 新たな地すべり活動の進行に伴い、対策工法の検討・決定に必要な調査・測量・設計を実施したことにより費用が増額となった。また、事業期間の延伸に伴い観測費用が増額となっ
た。

（３）事業費の構成（億円）

（２）変更後の計画

事業概要
集水井工 ２基、水路工 ７４３．４ｍ
横ボーリング工 ２，８４５ｍ ５０本

項目 変更前 変更後 増減額 備考

本工事費 ２．３４ ３．２３ ０．８９
対策範囲の増による増額
資機材や労務費の高騰による増額

測量試験費 １．００ １．４０ ０．４０
上記に伴う調査・測量・設計の増額
観測期間の延伸に伴う増額

用地補償費 ０．１０ ０．１７ ０．０７ 工事範囲が増えたことに伴う増額

合計 ３．４４ ４．８０ １．３６

様式６－２

当初計画 変更計画

追加範囲

施工範囲の追加

②本工事費の減額

• 事業採択後に継続的に地すべり観測を続け、設計内容を精査したところ、集水井工の
基数や水路工の延長を減じることができたため、事業費の縮減が見込まれる。



費用便益分析

事 業 採 択 時 今 回 再 評 価 時 便 益 増 減 の 主 な 理 由

算 出 根 拠 マ ニ ュ ア ル

地すべり対策事業の

費用便益マニュアル（案）

（平成２４年３月）

地すべり対策事業の

費用便益マニュアル（案）

（令和３年１月）

基 準 年 平成３０年 令和４年

区 分 項 目 現 在 価 値 構 成 比 現 在 価 値 構 成 比

便 益

( 千 円 )

人 身 被 害

軽 減 便 益
８２２，２０６ ７１．９％ ６８５，２７３ ６８．３％ 保全人家が減少したため（１３戸→１２戸）

一 般 財 産 被 害

軽 減 便 益
１９０，８６５ １６．７％ １８３，３０５ １８．３％ 保全人家が減少したため（１３戸→１２戸）

公共土木施設等

被 害 軽 減 便 益
１１７，１３２ １０．３％ １１３，４５５ １１．３％ マニュアルの改定により、道路の算定単価が減少したため

応 急 対 策 費 用

軽 減 便 益
１２，８７４ １．１％ ２０，７９２ ２．１％ マニュアルの改定により、水害廃棄物処理費用が追加されたため

便 益 合 計 ( B ) １，１４３，０７７ １，００２，８２５

１．費用便益分析について

２．便益の主な増減理由

① 人身被害軽減便益及び一般財産被害軽減便益の減少
・ 家屋の移転により保全対象人家が１戸減少（13戸→12戸）したため。

様式６－３

② 公共土木施設被害軽減便益の減少
・ マニュアルの改定により、市町村道及び農道の被害想定額算定のための復旧単価が減少したため。
＜道路復旧単価（市町村道・農道）＞
事業採択時：82千円／m → 今回：65千円／m

③ 応急対策費用軽減便益の増加
・ マニュアルの改定により、水害廃棄物処理費用が追加されたため。
＜水害廃棄物処理費用＞
家庭用品被害額×0.0623（水害廃棄物処理費用の家庭用品被害額に対する比率）

保全対象人家

【図面凡例】

人家

事業採択時から減少した人家


